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Iwakuni Junior College Library

岩国短期大学 付属図書館

『絵本をひらくと

～懐古・夢・希望がみえてくる～』
絵本をひらくと、そこには懐かしさ・夢・希望がみえてきます。絵本『から

すのパンやさん』（偕成社）などの作者である、今年５月に逝去された加古里子
（かこさとし）氏の作品には、さまざまな人達への想いと同様に、生き物や技術
への愛情・夢・希望を深く感じ取ることができます。今回は加古氏の数多く
の作品を、一部に限られますがご紹介します。併せて絵本を題材とした授業の
紹介などの展示も行います。

住所 :〒740-0032　岩国市尾津町 2-24-18
駐車場 :有り
電話 :0827-31-8141（代表）
e-mail:library@iwakuni.ac.jp
http://www.iwakuni.ac.jp

●開催期間：10月22日(月)～12月21日(金)
●開館時間：9時～17時
●休館日：土・日・祝日
11月1日・12日・19日･20日その他

※ご来館の際は事前にご確認をお願いします。

Tokuyama University Library

徳山大学 図書館

『日本を切り拓いてきた人々

～千治松コレクションから～』

本学収蔵の資料に、幕末から昭和にかけての政治家、軍人などの書を中心
とした千治松家コレクションというものがあります。その中には吉田松陰の
書や高杉晋作、木戸孝允、大久保利通、岩倉具視、三条実美の書翰なども含
まれています。今回はそのコレクションから幕末・維新期の一部を公開した
いと思います。展示された幕末・維新期の歴史資料とともに日本の一時代を
切り拓いてきた人物に思いを馳せていただければと思います。

住所:〒745-8566 周南市学園台
駐車場:有り
電話:083-428-5394
e-mail:toshokan@tokuyama-u.ac.jp
http://www.tokuyama-u.ac.jp/about/about/facility/library/

●開催期間：10月9日(火)～12月21日(金)
●開館時間：9時～19時
土曜日9時～12時

●休館日：日曜日・祝日

Shiseikan University Library

至誠館大学 附属図書館

『時代を拓く ～萩と明治維新～』

本年は明治維新 150 年の記念の年。萩はこの維新胎動の地です。松下村塾の塾生
はじめ多くの若者達が明治という新しい時代を拓いて来ました。
目を転じて現在を見ると、時代の大きなうねりの中で国内外に大きな課題を抱え

ています。永年に亘る各国の国際協調の努力に反しアメリカ・ファーストや英国の
EU 離脱等の孤立主義の台頭、人口爆発と人口減少という相入れぬ現象に悩む国々、
想定の世界を超え、止まるところのない情報革命の進展等課題は尽きません。
こういう時こそ、歴史を振り返り、未来を切り拓く知恵と気概と努力を学びたい

ものです。このような観点から、先般スタートした図書館内の「吉田松陰研究所」と
連携して展示を企画します。

住所:〒758-8585 萩市椿東浦田5000
駐車場:有り
電話:0838-24-4081
e-mail:library@shiseikan.ac.jp
http://www.shiseikan.ac.jp/library/

●開催期間：10月17日(水)～12月21日(金)
●開館時間：8時45分～17時30分
●休館日：土・日

Yamaguchi Prefectural University Library

山口県立大学 図書館

『地域にひらく！

～郷土文学資料センター所蔵資料～』
郷土文学資料センターは、1986(昭和61)年に設立された、郷土の文学に関

連する文学資料を調査、収集、保存などの活動を行っている研究機関です。
所蔵する山口県にまつわる作家の文学資料は、図書・雑誌、さらには書簡・
原稿・遺品等、多岐に亘っています。今年度のML連携の共通テーマである
〈ひらく〉にちなみ、山口県立大学が所蔵する郷土文学関係資料から、いく
つかを選び、地域からお見えになる来館者のみなさんに向けて、展示公開す
ることを予定しています。この機会にぜひ当館まで足をお運び下さい。

住所:〒753-8502 山口市桜畠3-2-1
駐車場:有り
電話:083-928-0522
e-mail:lib@sakura3.yamaguchi-pu.ac.jp
https://www.ypu.jp/li/

●開催期間：11月1日(木)～1月31日(木)
●開館時間：9時～19時
●休館日：土・日・月末・年末年始

『子どもの可能性をひらく』

住所:〒754-0032 山口市小郡みらい町1-7-1
駐車場:有り
電話:083-972-3288
e-mail:akiyama@yamaguchi-jca.ac.jp
http://www.yamaguchi-jca.ac.jp/library/

●開催期間：10月23日(火)～12月20日(木)
●展示時間:9時～17時(A棟2階)
ポイント達成記念品は図書館に来館のこと
●休館日：原則として土・日・祝祭日
※11月3日～4日は大学祭のため臨時開館
(9時30分～14時)

Yamaguchi Gakugei University / Yamaguchi College of Art Library

山口学芸大学・山口芸術短期大学 図書館

子どもの可能性は、見ること・さわること・動かすことなど、様々な刺激
によって拓かれます。子どもの知的興味関心を喚起するよう工夫された知育
遊具や絵本（外国製を含む）をたくさん紹介します。また、子どもの言葉を
育む玩具として学生が制作したタオル人形や紙人形なども合わせて展示しま
す。展示物は触れることも可能です。今秋移転し、より深い学びの場として
生まれ変わった図書館にぜひお越しください。

Yamaguchi University Archaeological Museum

山口大学 埋蔵文化財資料館

『ひらく～山口大学吉田キャンパス開拓史～』

山口大学吉田キャンパス（山口市）は、今でこそ大きな校舎や体育館、グ
ラウンドなどが所狭しと建ち並んでいますが、およそ半世紀前には、のどか
な農村風景がひろがっていました。当館の長年にわたる発掘調査成果によ
り、当地では弥生時代から集落が営まれ始め、集落を徐々に移動させながら
農耕地を拡大させていった様子が解明されつつあります。展示では、弥生時
代から近現代までの土地活用の移り変わりを、考古資料によって解説しま
す。

住所:〒753-8511 山口市吉田1677-1
駐車場:有り
電話:083-933-5035
e-mail:yuam@yamaguchi-u.ac.jp
http://yuam.oai.yamaguchi-u.ac.jp/Shiryokan.home/

●開催期間：11月4日(日)～2月1日(金)
●開館時間：9時～17時
●休館日：土・日・祝日
12月28日～1月4日

Yamaguchi University Library

山口大学 図書館
（総合図書館・医学部図書館・

工学部図書館）

『長州ファイブ～時代をひらく者たち～』

幕末、動乱の日本から、新しい時代を切り拓くためにイギリスへと渡った
「長州ファイブ」（長州五傑）を取り上げます。彼らのたどった道や功績をパ
ネルで紹介するとともに、総合図書館では、幕末期に刊行されたイギリス兵
法書の翻訳本等、貴重な資料も展示します。医学部図書館では、幕末期の西
洋医学の翻訳本を展示するとともに、海外留学により未来を切り拓いている
現代の医学生の声を紹介します。工学部図書館では、世界で活躍する技術系
人材の育成を目指した「海外研修プログラム」について紹介します。

住所:〒753-8511 山口市吉田1677-1
駐車場:有り
電話:083-933-5183
e-mail:toshokan@yamaguchi-u.ac.jp
http://www.lib.yamaguchi-u.ac.jp

●開催期間：11月5日(月)～1月31日(木)
●開館時間：平日 8時30分～21時45分
　土日・祝日 11時15分～18時45分
●休館日：年末年始
※詳細は開館カレンダーで確認

【総合図書館】

住所:〒755-8505 宇部市南小串1-1-1
駐車場:有り

※駐車可能台数が少ないため、で
きるだけ公共交通機関をご利用下
さい。(JR宇部新川駅徒歩10分)

電話:0836-22-2143
e-mail:medlibsa@yamaguchi-u.ac.jp
http://www.lib.yamaguchi-u.ac.jp/

●開催期間：11月5日(月)～1月31日(木)
●開館時間：8時30分～17時00分
土日・祝日 13時15分～16時45分

●休館日：年末年始
※詳細は開館カレンダーで確認

【医学部図書館】

住所:〒755-8611 宇部市常盤台2-16-1
駐車場:有り
電話:0836-85-9051
e-mail:infoserv@yamaguchi-u.ac.jp
http://www.lib.yamaguchi-u.ac.jp

●開催期間：11月5日(月)～1月31日(木)
●開館時間：平日 8時30分～21時45分
土日・祝日 11時15分～18時45分

●休館日：年末年始
※詳細は開館カレンダーで確認

【工学部図書館】
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【下関地区】
1. 下関市立大学附属図書館 2. 下関短期大学図書館 3. 東亜大学附属図書館

4. 水産大学校図書館 5. 梅光学院大学図書館 6. 梅光学院大学博物館

【宇部地区】
7. 宇部フロンティア大学附属図書館

8. 山陽小野田市立山口東京理科大学図書館 9. 山口大学医学部図書館
10. 山口大学工学部図書館

【山口・萩以東地区】
11. 山口大学総合図書館 12. 山口大学埋蔵文化財資料館

13. 山口学芸大学・山口芸術短期大学図書館 14. 山口県立大学図書館
15. 至誠館大学附属図書館 16. 徳山大学図書館

17. 岩国短期大学付属図書館
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山口県大学ＭＬ（ミュージアム・ライブラリー）連携事業は、平
成 23 年度に産声を上げた、全国的にも稀な広域大学連携事業です。

博物館は主として「モノ」を、図書館は主として「文字」を取
り扱うという違いはありますが、両者とも「知の集積場」として、
大学の教育研究を支えています。大学博物館・図書館には、様々
な学術資料をはじめ、学術論文など研究成果も収蔵・蓄積されて
います。つまり、博物館と図書館に行けば、その大学の研究・教
育分野をはじめとする特色が理解できるのです。

本事業では、県内 13 大学 17 館が、各大学が所有する学術資料・
研究成果を学内のみならず地域に広く公開するため、共通テーマ
のもとに展示を開催します。平成 25 年度テーマ「再生」、平成 26
年度テーマ「発見」、平成 27 年度テーマ「つなぐ」、平成 28 年度テー
マ「はぐくむ」とつづき、平成 30 年度には初の集合展示「やまぐ
ちの大学 ~University College Yamaguchi-」を開催いたしま
した。

平成 30 年度テーマは「ひらく」。大学めぐりを楽しむと同時に、
各参加館の工夫を凝らした展示をご堪能ください。

【山口県大学ＭＬ連携事業 これまでの活動】

●平成23～24年度
山口大学図書館・埋蔵文化財資料館と梅光学院大学図書館・博物館による
巡回展示『風化させない記憶への一歩～自然とともに～』開催
山口大学・梅光学院大学・徳山大学・山口福祉文化大学（現：至誠館大
学）を巡回

●平成25年度
県内9大学の大学博物館・図書館12館による連携展示を開催
展示共通テーマ『再生』

●平成26年度
県内11大学の大学博物館・図書館15館による連携展示を開催
展示共通テーマ『発見』

●平成27年度
県内12大学の大学博物館・図書館17館による連携展示を開催
展示共通テーマ『つなぐ』

●平成28年度
県内12大学の大学博物館・図書館17館による連携展示を開催
展示共通テーマ『はぐくむ』

●平成29年度
県内13大学の大学博物館・図書館17館が参加し、山口県立山口博物館にて
集合展示『やまぐちの大学～University College Yamaguchi～』を開催
山口県立山口図書館にてシンポジウム『あなたの街の大学博物館・図書館
～目的と役割・現状と未来』を開催

Shimonoseki City University Library

下関市立大学 附属図書館
『維新の影にクジラあり！？
～捕鯨と幕末の意外な関係～』

1853年の黒船来航から明治維新までを幕末と呼び、山口県は幕末期に多く
の歴史的ドラマの舞台となりました。特に下関は維新発祥の地とも言われ、
本年は明治改元から150年という大きな節目の年であるのと同時に、この変
革のきっかけとなった黒船来航の目的のひとつに「捕鯨船の物資補給を目的
とした寄港地の確保」がある点にも注目し、開国後にノルウェー式捕鯨法を
取り入れ、近代捕鯨の発祥地でもある下関で、維新と捕鯨について来館者が
考えるきっかけとなる展示を行います。

住所:〒751-8510 下関市大学町2-1-1
駐車場:無し※JR幡生駅から徒歩約20分
電話:083-252-1211
e-mail:library@shimonoseki-cu.ac.jp
http://www.shimonoseki-cu.ac.jp/library/

●開催期間：10月2日(火)～11月30日(金)
●開館時間：月～金　9時～21時30分

土・日　9時30分～17時
●休館日：祝日・館内整理日・大学祭期間
※詳細は本学HPの開館カレンダーを参照

Shimonoseki Junior College Library

下関短期大学 図書館

『くじらが拓く 下関の食と文化』
本活動は、団体（栄養健康学科・保育学科を持つ短期大学）の特性を生か

しながら地域の子どもの育ちに貢献するものです。ここでは５回目に開催し
た下関と歴史的に深い関わりがある「クジラ」をテーマとして、地域の子ど
もと保護者を参加対象とした講座開催を通じて「世代間交流・家族間交流」
「食育体験」「段ボール工作」「読書推進活動」以上４つの推進を目的とし
て行ったものを紹介します。これからの子どもたちの育みと食と文化の継承
についても考えていきたいと思います。

住所:〒750-8508 下関市桜山町1-1
駐車場:無し※JR下関駅から徒歩約15分
電話:083-223-5340
e-mail:lib@shimonoseki-jc.ac.jp
http://www.shimonoseki-jc.ac.jp/33_library/

●開催期間：10月1日(月)～1月31日(木)
●開館時間：9時～17時
●休館日：土・日・祝日
※11月10日・11日は、大学祭のため開館
※11月11日(日)桜山祭開催時、親子で楽し
めるワークショップを行います。

University of East Asia Library

東亜大学 附属図書館

『下関の作家を顕彰する
～鬼才・赤江瀑の百花繚乱～』

赤江瀑(本名長谷川敬)は、6人兄弟の次男として1933年下関市に生まれま
した。小説家・劇作家として幻想耽美の世界を切り開き第12回泉鏡花賞をは
じめ角川賞など数々の賞を授かっています。赤江作品は、バレー、絵画、歌
舞伎、能、書画、彫刻など芸術・芸能・工芸などをテーマとした作品が多く
見られます。本展では、これらを裏付ける蔵書や著作本原稿を展示します。

住所:〒751-8503 下関市一の宮学園町2-1
駐車場:有り
電話:083-257-5111
e-mail:tosyo@toua-u.ac.jp
http://www.toua-u.ac.jp/

●開催期間：10月9日(火)～12月21日(金)
●開館時間：平日9時～19時
●休館日：土曜日、日曜日、祭日
※土曜日は月に2日間閉館。詳細は大学Web
ページでご確認ください

National Fisheries University Library

水産大学校 図書館

『海の未来をひらく』

水産大学校では、立地する下関市がトラフグの一大集積地であることか
ら、フグ類に関する研究とそれを活用した学理及び技術の教授を行っていま
す。このフグ類に関わる標本や研究成果、学術資料等を展示することで、本
校の教育及び研究内容をご紹介します。また、校内にある実物の捕鯨砲や
錨、船舶の模型、水産生物の水槽もご覧いただけます。

住所:〒759-6595　下関市永田本町2-7-1
駐車場:有り
電話:083-256-5114
e-mail:nfulib@fish-u.ac.jp
http://www.fish-u.ac.jp/

●開催期間：11月1日(木)～12月28日(金)
●開館時間：9時～17時
●休館日：土・日・祝日
(土曜は学内者のみ利用可)

※10月8日(土)は臨時開館(10時～17時)

Baiko Gakuin University Library

梅光学院大学 図書館

『佐藤泰正からひらく学びのかたち
～佐藤泰正研究室に残された蔵書より～』

元本学学長、佐藤泰正先生は、夏目漱石をはじめとする文学研究者とし
て、長く本学で指導にあたられました。2015年に亡くなられた後、研究室内
の蔵書を整理し、先生の人生と文学研究に沿った形で展示することといたし
ました。例えば、佐藤先生をキリスト教信仰と文学研究に導いたというドス
トエフスキーの本に付された付箋の多さは、学問の花がひらいているように
見えます。その真摯な学びの姿勢を、本学の新しい学びをひらく原動力とし
て、今いる梅光の学生に伝えていくことができればと思います。

住所:〒750-8511　下関市向洋町1-1-1
駐車場:有り
電話:083-227-1040
e-mail:library@baiko.ac.jp
http://www.baiko.ac.jp/university/library/

●開催期間：11月2日(金)～1月31日(木)
●開館時間：9時～17時
●休館日：日・祝日
※1月18日・19日・26日はセンター試験のため休館
※詳細はHPでご確認ください

Baiko Gakuin University Museum

梅光学院大学 博物館

『ひらけ、好奇心 !
～國分直一生誕 110 年によせて～』

下関市綾羅木郷遺跡の国指定や中ノ浜遺跡県指定の史跡保存に尽力し、当
館創設者の一人・國分直一先生の本学コレクション (歴史・考古・民俗・民族 )
の整理成果に伴う進捗資料展示。今回は当館と学生・社会人博物館サポーター
との連携全面協力による企画「やっぱり、モノは奥深く、面白いかも !」と
思えた國分コレクション群をご紹介します。「ひらく」番外編「光城女学院・
服部章蔵生誕 170 年」小展示コーナーもあわせてお楽しみください。

住所:〒750-8511　下関市向洋町1-1-1
駐車場:有り
電話:083-227-1070
e-mail:museum@baiko.ac.jp
http://www.baiko.ac.jp/university/museum/

●開催期間：11月2日(金)～1月31日(木)
●開館時間：9時～17時
●休館日：日・祝日
※1月18日・19日・26日はセンター試験のため休館
※詳細はHPでご確認ください

Sanyo-Onoda City University

山陽小野田市立山口東京理科大学 図書館
『薬用植物と 100 年前の薬学雑誌』

本学は、2018 年 4 月、山口県で初となる薬学部を新設しました。また、6月に
は、薬学部生の研究と地域の方々の生涯学習の場として、山陽小野田市の江汐
公園内に薬学部附属薬用植物園を開設して一般に公開しました。
今回、当館においては、薬用植物を見て・嗅いで体験できる展示、明治から

昭和にかけて刊行された薬学に関する貴重な資料の展示を行います。また、小
冊子「くらしの中の薬草」を、来館者にプレゼント（先着・数量限定）します。
山陽小野田市立山口東京理科大学は、地域にひらかれた大学として、地域課

題の解決、地域社会の発展に貢献してまいります。

住所 :〒756-0884 山陽小野田市大学通 1-1-1
駐車場 :有り
電話 :0836-88-4512
e-mail:ylib@admin.socu.ac.jp
http://www.socu.ac.jp/laboratory/library

●開催期間：11月1日（木）～ 12月27日（木）
●開館時間：月～金 9:00 ～ 20:00

土 9:30 ～ 17:00
●休館日：日曜・祝祭日

Ube Frontier University Library

宇部フロンティア大学 附属図書館

『香川昌子がひらいた学園』
宇部フロンティア大学の母体である香川学園は、100年以上前の

宇部の地で教育に情熱を持った一人の女性香川昌子によってひらか
れました。今回の展示では、その香川昌子の人となりを紹介し、あ
わせて香川学園が辿った100年の歴史を紐解きながら、この学園の
現在に至るまでの道筋を概説します。

住所:〒755-0805　宇部市文京台2-1-1
駐車場:有り
電話:0836-38-0524
e-mail:tosho@frontier-u.jp
http://www.frontier-u.jp/index.php/a-library

●開催期間：10月1日(月)～12月21日(金)
●開館時間：9時～17時
●休館日：土・日・祝日
※10月27日・28日は臨時開館
※詳細は開館カレンダーをご参照ください


